
第２４期 報 告 書 

（令和５年７月１日から令和６年６月３０日まで） 

特定非営利活動法人りすシステム
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Ⅰ．第 24 期事業報告書

特定非営利活動法人りすシステムは、生前契約に関する啓蒙普及事業、死後事務契約

の受託事業、生前事務契約の受託事業、成年後見制度における後見人の受託事業、地

球に恩返し運動事業および利用者支援事業を中心として活動をしておりますが、定款

に記載した事業別について当期の活動状況を説明しますと以下の通りです。

なお、当期は設立以来増加してきた有効利用者総数が初めて僅かに減少しました。啓

蒙活動等が十分でなかったことによる新規利用者の減少、死亡された方の増加等が原

因と考えられます。このような状況下ではありますが、少しでも利用者の皆様に楽し

んでいただきたいと思い、中止していた利用者懇親会等を少しずつ再開しております。

令和 6 年 3 月末には「大分の地球に恩返しの森」を訪ねるイベントを開催し、多くの

方が参加され、喜んでいただきました。今後とも各種イベントを企画していく予定で

います。また、利用者の皆様へのより一層のサポートを地域密着で実施していきたい

と考え、進めてきた地域密着型パートナー制度への移行をより一層進めていきます。

担当パートナーは e ラーニングや OJT 研修等で養成され、皆様の要望に応えられる

よう日々地域密着で活動しています。さらに、利用者の皆様の個人情報保護体制をよ

り一層強化するため、プライバシーマークの取得を進めています。

今後とも、利用者の皆様がウイズコロナ化において各サービスの提供を受けられ、安

心して生活できるよう充実した組織運営に邁進していきます。

１．生前契約に関する啓蒙普及事業

イ）定期説明会の実施

各地で定期説明会を実施し、個別説明及び出張説明を実施し、参加者数は

478 人でした。その結果、新規利用申込者は 228 人でした。 
ロ）講演実施およびテレビ・新聞・雑誌等での紹介

講 演：東   京：令和 5 年 9 月、令和 6 年 1・4・5 月 
新 聞：読売新聞 1 回 

２．死後事務契約（祭祀主宰を含む）の受託事業 

イ）死後事務契約受託

各支部で通年実施し、死後事務契約者数は 214 人でした。

ロ）死後事務の履行

死後事務を全て終えるまで履行した人数は 112 人でした。死後事務を葬儀・

家の片づけ・その他各種手続別に履行した件数は 988 件でした。

ハ）ニュージランド撒骨

今期は実施しませんでした。 

３．生前事務契約（療養看護、身上監護、財産管理等生活支援）の受託事業 

イ）生前事務契約受託

各支部で通年実施し、生前事務契約者数は 212 人でした。
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ロ）生前事務の履行 

    各支部で通年実施し、生前事務を履行した件数は 4,498 件および入院・入居・ 

医療判断・就職・旅行等に係る保証をした件数は 1,353 件でした。 

 

４．任意後見契約の受託並びに成年後見人等の受託事業 

 イ）後見事務契約受託 

    各支部で通年実施し、任意後見契約者数は 212 人でした。 

ロ）後見事務の履行 

    東日本・中部日本・西日本・九州支部・大分支部で通年実施し、後見事務を 

履行した件数は 216 件でした。 

 

５．生前契約に係る遺言に関する事業 

    遺言による公正証書作成サポート事務・遺産分割の執行事務受託を各支部で

通年実施し、遺言公正証書作成者数は 84 人、遺言執行事務履行者数は 27
人でした。 

  

６．目的達成に必要な人材育成並びに出版に関する事業 

 イ）パートナーの研修 

    e ラーニングを受講したのち OJT 研修を実施しています。登録パートナーは

145 人ですが、e ラーニング及び OJT 研修を終了し実際にサポート活動をし

ているパートナーは 93 人です。 

 ロ）書籍販売 

    各支部で通年実施しました。 

 

７．死因究明及び地球にやさしい葬法の調査研究、開発、啓蒙普及事業 

   死因究明及び調査研究、開発 

    ① 死因に疑いがある場合、平成 26 年 6 月に新木場に設置された Ai システ 

ムで撮影し、専門医による読影を行うことで死因を究明しています。現 

在までの利用件数は 56 件でした。 

② 「地球に恩返し運動」の一環として、環境に優しい「エコ人権葬」運動 

  を推進しています。また、自分の葬儀で必要な二酸化炭素の排出量を、 

段ボール製の柩を利用することで軽減したり、植樹によって相殺するこ 

とを目的にした「地球に恩返し運動」を実施しています。 

  

８．地球に恩返し運動（森づくり等）に関する事業  

    大分県の功徳院の周辺に土地を購入し，森づくり等事業を実施しています。

なお、りすシステム 20 周年記念事業以来、新型コロナウイルス感染予防等

も重なり、イベント等の活動を自粛してきましたが、令和 6 年 3 月に多数の

方の参加により「地球に恩返しの森を訪ねる旅」を実施しました。「地球に

恩返しの基金」に寄付してくださった方の銘板の修復の除幕式に参列いただ

き、また、森の散策、当地グルメを堪能していただきました。地元では森づ

くりの土地の整備を続けています。なお、開催してきた植樹祭で植えた桜の
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木が大きくなり、地元では花見スポットとして有名になりつつあります。 

 

９．生前契約利用者に対する支援事業 

 イ）会報誌「りす倶楽部」および「ＡＲＣＯ通信」発行 

    生前契約利用者を対象に本部で「りす倶楽部」は原則毎月 1 回発行し発行部

数は年間 44,100 部、および「ＡＲＣＯ通信」は季刊で発行ですが新型コロ

ナウイルスの影響で 2021 年から休刊となっています。 

 ロ）りす倶楽部の懇親会等 

    生前契約利用者を対象に各支部で実施してきましたが、新型コロナウイルス

の影響で今期も休止となりました。 

        なお、新型コロナウイルスが 2 類から５類に移行されたことも踏まえ、少し

ずつ再開したいと考えています。 

 ハ）24時間コールセンター事業 

    生前契約利用者を対象に、夜間の緊急時の連絡先としてりすセンター・新木

場で通年実施し、コールセンター利用件数は年間 1,299 件でした。 

 ニ）りすセンター・新木場事業 

    りすセンター・新木場が生前契約利用者およびその他の一般の方を対象とし 

て平成 23 年 1 月にオープンして以降、 

① 人が亡くなったときに遺体を預かる施設として、また、その親族が亡く 

なった方に相応しい弔いをどうしたらよいかを一息ついて相談できる 

施設として利用されています。141 人の方が来場され、利用されました。 

    ② 前述の７．死因究明及び地球にやさしい葬法の調査研究、開発、啓蒙普

及事業で記載した①の事業は新木場で実施されています。  

 ホ）支部での各種支援事業 

    生前契約利用者の契約内容に係わる来所相談および電話相談を各支部で通

年実施し、来所相談者数は 590 人および電話相談件数は 23,261 件でした。 

 ヘ）その他の支援活動事業 

    ① 生前契約利用者を対象にセコム株式会社と提携した安否確認サービス

（セコムで見守り、緊急時に各支部（夜間は新木場）で対応する仕組）

を通年実施し、現在までにおよそ 660 世帯の方が利用しています。 

    ② 生前契約利用者を対象に株式会社りすネットの協力を得て、住み替えや

不動産売却の相談を各支部で通年実施し、116 件の相談を受けました。 

    ③ 年末にはりすオリジナルカレンダーを送付しています。 

 

10．りすシステムと同じ目的を持つ特定非営利活動法人の設立、運営、支援に関する 

事業 

 利用者サービスを円滑に推進するためにマナー教育や医療界の現状の把握

の必要性を認識し「NPO マナー教育サポート協会」や「NPO 地域の包括的

な医療に関する研究会」の活動を支援しています。 

 



 - 4 - 

Ⅱ．第 24 期収支計算書  

  

上記のⅠ．第 24 期事業報告書で記載した事業活動を実施した結果、経常収支差額

は221,933千円となりました。経常的な事業活動からの経常収入は764,476千円【会

費・入会金収入 87,125 千円（生前契約利用会費等 36,361 千円、維持会費 50,764
千円）、事業収入 103,776 千円、寄付金収入 572,367 千円および雑収入 1,206 千円】

であり経常支出は 542,542 千円【事業費 483,030 千円および管理費 59,512 千円】

であった結果です。今期は前期と比べて寄付金収入が増加した結果、経常収支差額

がプラスとなりました。 

また、この経常収支差額にその他資金収支差額 210,522 千円を加えた当期収支差額

は 432,456 千円となり、前期繰越収支差額 238,826 千円を加えた次期繰越収支差額

は 671,282 千円となりました。 

なお、当期収支差額に正味財産増減額を加味した当期正味財産は 207,856 千円増加

し、これに前期繰越正味財産 810,564 千円を加えた当期正味財産合計は 1,018,420
千円となりました。 

第 24 期 収 支計算書 （要 旨）  
自 令和 5 年 7 月 1 日 至 令和 6 年 6 月 30 日 

（単位：千円・千円未満切捨） 
科     目 金  額 

（資金収支の部）   
Ⅰ 経常収入の部   
 １ 会費・入会金収入    87,125  
   （生前契約利用会費収入等）  (36,361)  
   （維持会費収入） (50,764)  
 ２ 事業収入 103,776  
 ３ 寄付金収入 572,367  
 ４ 雑収入 1,206  
  経常収入合計  764,476 
Ⅱ 経常支出の部   
 １ 事業費 483,030  
 ２ 管理費 59,512  
  経常支出合計  542,542 
  経常収支差額  221,933 
Ⅲ その他資金収入の部  2,712,923 
Ⅳ その他資金支出の部  2,502,400 

当期収支差額   432,456 
前期繰越収支差額  238,826 
次期繰越収支差額  671,282 
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この第 24 期収支計算書（要旨）の経常収入と経常支出をⅠ．第 24 期事業報告書

で記載した定款の事業別に記載しますと以下の通りです。 
受託事業（定款事業の２．死後事務受託、３．生前事務受託、４．後見事務受託およ

び５．遺言執行受託）の収支差額（収入と支出の差額を言います。以下同様）の合

計は支出が収入を上回っており、その収支差額は前期より増加しています。 
これらの受託事業の収支差額に、受託事業以外の生前契約事業の啓蒙普及活動、地

球に恩返し運動活動および利用者支援活動等から発生する収支差額と管理費を合

計した金額を、会費・入会金収入、寄付金等収入および雑収入で賄った結果である

経常収支差額はプラスとなっています。多額の寄付金収入によるところです。 
 

第 24 期定款事業別経常収入、経常支出および経常収支差額の状況 
（単位：千円・千円未満切捨） 

定款事業 
経常収入 経常支出 経常収支差額 

勘定科目 金額 勘定科目 金額 金額 
1.生前契約啓蒙普及 事業収入 4,904 事業費 36,287  
2.死後事務受託 事業収入 30,635 事業費     40,615  
3.生前事務受託 事業収入 38,835 事業費 84,053  
4.後見事務受託 事業収入 2,202 事業費   21,442  
5.遺言執行受託 事業収入 14,356 事業費     24,852  
6.人材育成・出版 事業収入 ― 事業費      8,651  
7.死因究明・葬法研究  ― 事業費      4,510  
8.地球に恩返し運動 事業収入 ― 事業費 30,568  
9.利用者支援 事業収入 12,841 事業費   231,448  
10.他の NPO 法人支

援 
 ― 事業費         

600 
 

       
 事業収入  計 103,776 事業費 計 483,030  
   管理費     59,512  
 合計 103,776 合計 542,542  
 会費・入会金収入 87,125    
 
            

(利用会費収入等)         
(維持会費収入) 

(36,361) 
(50,764) 

   

 寄付金収入 572,367    
 雑収入 1,206    
 経常収入合計 764,476 経常支出合計    542,542 221,933 
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Ⅲ．第 24 期貸借対照表  

 

上記のⅠ．第 24 期事業報告書で記載した事業活動を実施した結果、第 24 期末の

正味財産は第 23 期末に較べて 207,856 千円増加しました(この金額には、Ⅱ．第

24 期収支計算書で記載した当期収支差額 432,456 千円を含んでいます)。なお、資

産合計は 2,992,334 千円、負債合計は 1,973,913 千円、正味財産合計は 1,018,420
千円という状況です。 

第 24 期貸 借対照表 （要 旨）  
令和 6 年 6 月 30 日現在 

                          （単位：千円・千円未満切捨） 
科   目 金      額 

Ⅰ 資産の部    
 １ 流動資産    
    現金預金 423,505   
    未収入金 197,592   
    商品（納骨堂利用権） 13,820   
    立替金   323,167   

 
 

 

  
    その他  19,766   
  流動資産合計  977,851  
 ２ 固定資産    
    土地 175,090   
    恩返し基金・定期預金 64,460   
    前受・保全・遺言預り資産 1,590,405   
    その他 184,525   
  固定資産合計  2,014,482  
  資産合計    2,992,334 
Ⅱ 負債の部    
 １ 流動負債    
    活動負担金 50,000

 
 

  
    未払金・未払費用 37,482   
    預り金 181,092   
    その他       13,872   
  流動負債合計  282,447  
 ２ 固定負債      
    前受・保全・遺言預り負債 
 

1,590,405   
    その他 101,059   
  固定負債合計  1,691,465  
  負債合計   1,973,913 
Ⅲ 正味財産の部    
   前期繰越正味財産  810,564  
   当期正味財産増加額  207,856  
  正味財産合計   1,018,420 
  負債及び正味財産合計   2,992,334 

 


